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学長からのメッセージ

金沢大学長　山崎光悦

金沢大学は、「地域に愛され世界に輝く大学」の実現を目

指し、男女共同参画の推進と地域・社会への貢献に取り組

んでいます。魅力ある大学や地域の創造には、女性の柔軟

な視点が不可欠であります。Beauty in Science を通して、

その魅力を地域と世界に発信できることを期待します。

今 後 も 引 き 続 き 金 沢 大 学 は、HWRN（Hokuriku Women 

Researchers’ Network）を通して北陸地域の女性研究者の

支援と育成に取り組んでいきます。

サイエンスの世界は
美しさに満ちています。

サイエンスの世界は美しさに満ちています。
研究を続けていると思いがけない一瞬に、

美しさに遭遇します。
自然の造形、微細な組織、人工の構造物、カラフルな光、

すっきりした論理。
本冊子では金沢大学で研究に取組む女性たちの

独自の視点がきりだした美の一瞬を紹介しています。
この冊子を手にとったあなたも

自分だけの美しさを
金沢大学で一緒に見つけてみませんか？

女性研究者が実力を発揮し成果を挙げつづけること、
次世代女性研究者を魅了し真の男女共同参画が実現することを目指し、
研究環境・制度の整備、及び啓発・広報活動を実施しています。

女性研究者研究活動支援事業（拠点型）において採択を受けた「北
陸地域における女性研究者ネットワーク構築（HWRN）」は、金
沢大学がこれまで独自に進めてきた女性研究者支援の取組を、
他の研究機関や企業に普及し、共に男女共同参画をすすめる活
動を支援するものです。本事業採択を機に、北陸初の女性研究
者支援ネットワークを構築し、地域が一体となって、女性研究
者リーダーの育成に取組んでいきます。

平成25年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（拠点型）」

主な取組み

拠点型事業の概要

出産・育児・介護に多忙な研究者の研究支援
研究パートナー制度による教員とパートナーの支援
研究と出産・育児、介護等を両立して研究活動を行う研究者の研究補
助をする「研究パートナー」を派遣しています
学会期間中の託児室設置に関する支援

本学女性研究者の育成
若手女性研究者支援による雇用
学位を取得し研究費を獲得している優秀な若手女性研究者を有給非常
勤研究員として雇用しています
女性研究者ワークショップの開催
研究費獲得に関する情報提供

次世代女性研究者の育成
中学生・高校生を対象とした出前授業
女子学生のための進路選択支援
ジェンダー学関連講義の開講

男女共同参画を目指した環境整備と広報啓発
金沢大学人材バンクの運用
ウェブ上で、研究支援人材や講演者、出前実験講師等の登録、派遣希
望の受付、派遣支援等を行っています
WILcafe (女性交流会)を開催
定期的にジェンダーをテーマとするビデオの鑑賞や情報交換をしています
ジェンダーに関する図書の貸し出し

協力企業

金沢大学  男女共同参画
キャリアデザインラボラトリー（CDL）

＜女性研究者支援ネットワーク＞

女性研究者増加、
研究力向上

・課題の共有
・情報・リソースの共有
・ノウハウの共有

・女性研究者が活躍する研究環境整備
・女性研究者のキャリア形成支援
・企業の女性研究者育成

富山大学
男女共同参画推進室

福井大学
男女共同参画推進センター

Hokuriku Women Researchers’
Network (HWRN)

金沢市 石川県

• 事業の運営全般に関すること
• HWRNの運営に関すること

普及促進会議 
各機関の男女共同参画責任者  

大学コンソーシアム石川
県内20高等教育機関 石川県公設試験研究機関

協力企業

「ベンゼンを分解するのは誰か。」
たったの 1% しか居なくても、そこには役割がある。
元はただの環境中の試料だったものも、長い年月
をかけて特定の物質を餌として培養することで、
その物質を分解できる微生物が増えていきます

（集積）。
この現象を利用して、難分解性の有機有害物質で
あるベンゼンの分解培養系を河川底泥から集積
し、その分解微生物に関する研究をしています。

所属／理工研究域
自然システム学系

専門／環境工学

Noguchi Mana

野口 愛

「大気中の見えない粒子。」
それは、PM2.5 の仲間「大気エアロゾル粒子」。
皆さんは空気中に目に見えないほどの小さな塵が飛んでい
るのをご存知ですか？このような小さな塵のことを大気エ
アロゾル粒子と言います。少し前に話題になった PM2.5もこ
の仲間です。
私は大気工アロゾル粒子を採集して、電子顕微鏡を用いた
観察や化学成分の分析などを行っています。
実際に粒子を見てみると、採集した時によって形や成分が
大きく変化するので、観察するだけでもとても楽しいですよ。

所属／自然科学研究科
自然システム学専攻

専門／大気環境学

Yamada Rena

山田 怜奈

「畜産農家を変える受精卵。」
品質と能力の高い牛を増やす。
生きた牛の卵巣から卵子を吸引し、体外受精することにより
作出した牛の体外受精卵だ。直径わずか120㎛の受精卵が、
280日後には体重約40kgの子牛となって生まれてくる。
肉質が良い牛や乳量が多い牛から取り出した卵子を体外受
精し、他の牛に移植することにより、能力の高い牛を一度に
増やすことができる。
より品質が良く、受胎性の高い受精卵を作る技術を模索し、
県内の畜産農家の経営に貢献していきたい。

所属／石川県農林総合研究センター
畜産試験場

専門／家畜繁殖

Okumoto Yoko

奥本 陽子



「介助のためのものづくり。」
最初にするのは、設計に必要な計算。
ものづくりを基礎として、福祉機器の分野では『立ち上がり介助座
椅子』、学生の卒業研究では『輪投げ装置の開発』、振動分野で
は『だ円振動型リニアマイクロフィーダ』の研究を行っている。も
のづくりの基本は数学や物理を基に、設計に必要な計算を行うこ
とから始まる。座椅子はリンク長さと角度からリンク機構の動きを
計算する。輪投げ装置は“ばね”を使用するためのエネルギー保
存の法則から、ばね定数や飛距離を求める。フィーダは振動を使っ
て物を運ぶ技術で、固有振動数の計算が重要である。

所属／石川工業高等専門学校
機械工学科

Kishu Tomomi

記州 智美

「食の品質をまもる。」
ストレスによる品質劣化を防ぐ。
ホッコクアカエビ（アマエビ）は水温が低い深海に生息しているが、漁獲
される際に高い水温帯を通るため大きな温度ストレスを受ける。すると赤
色がくすみ、殻が白っぽく、頭が黒っぽくなります。この品質劣化の進行
を抑制するために、漁獲時の温度処理などについて検討しています。漁
獲後0～3℃の冷海水でしっかり冷やすことで、漁獲時に高い温度ストレス
を受けた場合でもその後の品質劣化を防ぐことが可能であることが分かっ
た。店頭に並んでいるアマエビは漁獲から24時間以上たったものがほと
んどですが、漁獲直後のアマエビはとっても鮮やかな赤色をしています。

所属／石川県水産総合センター
技術開発部

専門／水産加工

Mori Mayumi

森 真由美

「腫瘍の始まり。」
腫瘍発生のメカニズムにせまる。
腫瘍の始まる瞬間。上皮細胞の Wnt シグナルが亢
進し、異常増殖を始める。ただ一つの APC という
遺伝子の変異だけで、マウスの腸管に腫瘍ができ
る。マウスモデルを用いることで、腫瘍発生のメカ
ニズムにせまることが可能となる。

Ohshima Hiroko

大島 浩子

所属／がん進展制御研究所
腫瘍遺伝学研究分野

専門／腫瘍遺伝学

「未知の強度。」
自然界がもたらすバラつきに基準を。
木材はコンクリートや鉄などの金属と異なり、同じ樹種でもその
強度はバラつきが大きい。
大型木造建築物のための新たな木質材料を開発するとき、木材
でありながらその強度は未知である。
膨大な数の強度試験をこなしてこそ、その強度のバラつきと基
準となる強度値が見えてくる。
バラつきは自然界がもたらしたもの、基準は人聞が求めるもの。
新たな基準ができたとき、木材はまたひとつ進化する。

Takimoto Hiromi

滝本 裕美

所属／石川県農林総合研究センター
林業試験場

専門／木材

バ
ラ
つ
き
は
自
然
界
が
も
た
ら
し
た
も
の
、
基
準
は
人
間
が
求
め
る
も
の
。

石川県農林総合研究センター　林業試験場 《 木　材 》

滝本 裕美hiromi

今こそ、人と木材を新たに繋ぐ。

takimoto

自然界がもたらすバラつきに基準を。

「河北潟を救う。」
面積の2/3が干拓によって喪失。
石川県の中央に位置する河北潟はその面積の2/3
が干拓によって失われ、汚濁が進んでいます。
この潟の水質改善をめざして、毎月調査をおこ
なっています。
周辺では、季節に応じて様々な景色をみることが
できます。
ひまわりが太陽を見つめるように、私は河北潟を
見つめて守っていきたいと思います。

所属／自然科学研究科
環境デザイン学専攻

専門／水環境工学

Kosugi Yuka

小杉 優佳

「超微細構造。」
ナノスケールでマグマ流体の痕跡を追う。
マントル中に流体がどのように、どれだけ存在して
いるかは、メル卜ができ移動して、集まってマグマ
だまりを作るといったプロセスに対し重要なファク
ターです。
これまでの研究では、マントル岩を直接観察すること
があまりされていません。
そこで、マントルの石であるかんらん岩の結晶表面を
ナノレベルで観察し、流体起源の物質を探しています。

所属／自然科学研究科
地球環境学専攻

専門／岩石学

Murata Masami

村田 雅美

「透明な木をつくる。」
木の粉を溶かし、透明にする。
木を常温で溶かすことはとても難しいのですが、透
明に溶かすことのできる溶媒を見つけました。
この木を溶かした溶液を「ガラス濾紙」でろ過して
みました。電子顕微鏡で見ると入り組んだ濾紙の繊
維に濾過した液の一部が付着して膜のようになって
いるのがはっきり見えます。
木は溶解前は粉状ですが、溶解後は膜状になり、溶
けたということを電子顕微鏡でも確認できました。

所属／理工研究域
環境デザイン学系

専門／バイオマス変換・
界面化学

Akine Yuri

秋根 ゆり

「食の副産物を活かす。」
豆腐づくりの副産物「おから」を有効活用する。
おからは毎年、全国で年間75万トンもの量が排出されて
います。
おからの多くは産業廃棄物として焼却処分されており、
食用及び飼料、肥料への利用はほんの一部に過ぎませ
ん。おからは大豆の一部。おからには、今ではすっかり
健康食品として定着した大豆の成分が含まれています。
おからの有効成分を最大限に活かす方法について、検討
を進めています。

所属／石川県工業試験場
化学食品部
食品加工技術研究室

専門／食品加工技術

Take Harumi

武 春美

石川県水産総合センター技術開発部 《 水産加工 》 

森 真由美myumi

ホッコクアカエビ（アマエビ）は水温が低い深海に生息しているが、漁獲される際に高い水温帯を通るた

め大きな温度ストレスを受ける。すると赤色がくすみ、殻が白っぽく、頭が黒っぽくなります。

この品質劣化の進行を抑制するために、漁獲時の温度処理などについて検討しています。

漁獲後0～3℃の冷海水でしっかり冷やすことで、漁獲時に高い温度ストレスを受けた場合でもその後の

品質劣化を防ぐことが可能であることが分かった。店頭に並んでいるアマエビは漁獲から

24時間以上たったものがほとんどですが、漁獲直後のアマエビはとっても鮮やかな赤色をしています。

ホッコクアカエビ（アマエビ）は水温が低い深海に生息しているが、漁獲される際に高い水温帯を通るた

め大きな温度ストレスを受ける。すると赤色がくすみ、殻が白っぽく、頭が黒っぽくなります。

この品質劣化の進行を抑制するために、漁獲時の温度処理などについて検討しています。

漁獲後0～3℃の冷海水でしっかり冷やすことで、漁獲時に高い温度ストレスを受けた場合でもその後の

品質劣化を防ぐことが可能であることが分かった。店頭に並んでいるアマエビは漁獲から

24時間以上たったものがほとんどですが、漁獲直後のアマエビはとっても鮮やかな赤色をしています。

水産物の宝庫で、おいしく食べて育った私のできる恩返し。

mori

ストレスによる品質劣化を防ぐ。
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石川県工業試験場　化学食品部　食品加工技術研究室 《 食品加工技術 》 

武 春美harumi

おからは毎年、全国で年間75万トンもの量が排出されています。

おからの多くは産業廃棄物として焼却処分されており、食用及び飼料、肥料への

利用はほんの一部に過ぎません。おからは大豆の一部。おからには、今ではすっかり

健康食品として定着した大豆の成分が含まれています。

おからの有効成分を最大限に活かす方法について、検討を進めています。

自然から生まれた物に、廃棄物はない。

take
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豆腐づくりの副産物「おから」を有効活用する。
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